
淀川左岸線延伸部について
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有識者委員会によるＰＩプロセス
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比較検討を行ったルート・構造案
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都市再生

沿道配慮

■淀川左岸線延伸部の基本的な考え方

推奨すべき計画案のルート・構造の考え方

○○本路線は、都市再生プロジェクトである「大阪都市再生環状道路」本路線は、都市再生プロジェクトである「大阪都市再生環状道路」
の一部として位置付けられており、都心の渋滞緩和や地域の物流の一部として位置付けられており、都心の渋滞緩和や地域の物流
ネットワークの形成あるいは地域の利便性の向上等、都市再生にネットワークの形成あるいは地域の利便性の向上等、都市再生に
寄与する計画とする。寄与する計画とする。

○○本路線の計画ルートには、住居等の建物が多く存在するため、沿本路線の計画ルートには、住居等の建物が多く存在するため、沿
道地域への影響に配慮した計画とする。道地域への影響に配慮した計画とする。

○○本路線の整備効果を十分に発揮できるよう、事業期間を短縮し、早本路線の整備効果を十分に発揮できるよう、事業期間を短縮し、早
期に整備することが望ましい。期に整備することが望ましい。

■推奨すべき計画案のルート・構造の考え方

○○沿道地域への影響に配慮し、用地買収、および環境保全対策等の調整区沿道地域への影響に配慮し、用地買収、および環境保全対策等の調整区 間が少なく間が少なく
なるようトンネル構造を主体とすることが望ましい。なるようトンネル構造を主体とすることが望ましい。

○○また、トンネル構造区間においても、用地補償を伴わない大深度地下空間（深さ４０また、トンネル構造区間においても、用地補償を伴わない大深度地下空間（深さ４０mm以以

上）を極力活用することが望ましい。それにより事業期間の短縮を図ることができ、早期上）を極力活用することが望ましい。それにより事業期間の短縮を図ることができ、早期
整備の効果が期待できる。整備の効果が期待できる。

○○計画段階におけるルートの選定にあたっては、中間部でのインターチェンジの設置等を計画段階におけるルートの選定にあたっては、中間部でのインターチェンジの設置等を
考慮して、沿道地域への影響に配慮し、地上部への影響が少ない公共空間（都市計画考慮して、沿道地域への影響に配慮し、地上部への影響が少ない公共空間（都市計画
道路区域内等）を出来るだけ活用することが望ましい。道路区域内等）を出来るだけ活用することが望ましい。

○○なお、沿道地域の移動利便性の観点からは、中間部にインターチェンジ機能を有するこなお、沿道地域の移動利便性の観点からは、中間部にインターチェンジ機能を有するこ
とが好ましいが、その設置については、周辺環境に対する配慮及び整備効果の早期発とが好ましいが、その設置については、周辺環境に対する配慮及び整備効果の早期発
現の観点から、今後、計画案の策定を進める中で十分に検討が行われることを望む。現の観点から、今後、計画案の策定を進める中で十分に検討が行われることを望む。
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推奨案のルート構造の考え方と参考イメージ
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